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兵庫第 13 次労働災害防止推進 5か年計画の策定について 

 

兵庫労働局（局長 畑中
はたなか

 啓
ひろ

良
よし

）では、労働災害を少しでも減らし、安心して健康に働くこと

ができる職場の実現に向け、2018 年度を初年度として、５年間にわたり、国、事業者、労働者

等の関係者が目指す目標や重点的に取り組むべき事項を定めた「兵庫第 13 次労働災害防止推進

5 か年計画」を策定しましたので公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press Release 兵庫労働局 

兵 庫 労 働 局 発 表 

平成 30 年 4 月 26 日 
 [ 照 会 先 ] 

 兵庫労働局労働基準部 

 安 全 課 

  課    長  妹尾 裕治 

  課 長 補 佐  佐々木 靖夫 

  TEL．078-367-9152 

    FAX．078-367-9166 

【計画の期間と目標】 

○計画の期間 

2018 年度を初年度とし、2022 年度を目標年度とする５か年。 

 

○計画の目標 

国、事業者、労働者等の関係者が一体となって、以下の目標を計画期間中に達成する 

ことを目指す。 

① 死亡災害については、一たび発生すれば取り返しがつかない災害であることを踏ま 

え、死亡者数を 2017 年と比較して 2022 年までに 15％以上減少させること。 

 

② 死傷災害（休業 4 日以上。以下同じ）については、増加が著しい業種、事故の型に 

着目した対策を講じることにより、死傷者数を 2017 年と比較して 2022 年までに 5% 

以上減少させること。 

 

③ 業種別の目標は以下のとおりとする。 

・建設業、製造業については、死亡者数を 2017 年と比較して 2022 年までに 15％ 

以上減少させる。 

・建設業、製造業については、死傷者数を 2017 年と比較して 2022 年までに 15％ 

以上減少させる。 

・林業については、死亡災害を５年間０とする。 

・小売業、社会福祉施設、飲食店については、死傷者数を 2017 年と比較して 2022 

年までに死傷年千人率で 5％以上減少させる。 

・陸上貨物運送事業については、死傷災害を 2017 年と比較して 2022 年までに 5％ 

以上減少させる。 

 



 

 

2022 年までに、2017 年比で 

◆死亡者数を 15％以上減少（25 人以下） 

◆死傷者数を 5％以上減少（4,554 人以下） 

 ○機械災害防止対策の推進 
  ・はさまれ・巻き込まれ災害防止、機械設備の本質安全化の促進 
 ○リスクアセスメント（機械設備の製造者、使用者）の取組の徹底 
 ○荷主として陸運業者と連携した荷役作業の災害防止対策 

○「伐木作業等における安全対策のあり方に関する検討会」結果を踏
まえた安全な伐倒方法、かかり木処理の方法の普及 

 ○下肢を保護する防護衣の着用の徹底 

林業 

 
【目標】死亡者数を５年間０とする 

 

兵庫第 13 次労働災害防止推進５か年計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○足場、はしご、屋根等、様々な場所からの墜落・転落防止対策 
  ・フルハーネス型安全帯の使用の徹底 
○建設現場の統括安全衛生管理の徹底 
○ずい道工事、解体工事の安全対策、石綿ばく露防止対策の徹底 

 

◆労働災害の発生状況（平成 29 年（2017 年）） 

   死亡者数         ３０人（過去最少） 

   死傷者数（休業４日以上）   4,794 人 

○労働災害は長期的には減少傾向ですが、第３次産業における災害構成比は増加しています。 

○死亡災害は、建設業、製造業を中心に依然として過半数を占めています。 

現状と課題 

計画の全体目標 

 

兵庫第 13 次労働災害防止推進５か年計画のポイント 

（２０１８年度～２０２２年度）  兵庫労働局 

（人） 

１ 死亡災害の撲滅を目指した対策の推進 

 (1) 建設業における墜落・転落災害等の防止 

(2) 製造業における施設、設備、機械等に起因する災害等の防止 

２ 過労死等の防止等の労働者の健康確保対策の推進 

３ 就業構造の変化及び働き方の多様化に対応した対策の推進 

４ 疾病を抱える労働者の健康確保対策の推進 

５ 化学物質等による健康障害防止対策の推進 

６ 企業・業界単位での安全衛生の取組の強化 

７ 安全衛生管理組織の強化及び人材育成の推進 

８ 国民全体の安全・健康意識の高揚等 

兵庫第 13 次労働災害防止推進５か年計画の目標 

計画の重点事項 

１ 死亡災害の撲滅を目指した対策の推進 

建設業 
【目標】死亡者数を 15％以上減少 

 （2017 年と比較して 2022 年までに） 

 
製造業 

【目標】死亡者数を 15％以上減少 

（2017 年と比較して 2022 年までに） 

【目標】死傷者数を 15％以上減少 

【目標】死傷者数を 15％以上減少 

この計画は、国が定めた「第 13次労働災害防止計画」（５年ごとに厚生労働大臣が策定）の目標を達成するために、兵庫労働局が重点的に取組事項を定めたものです。 
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1,271 1,159
(27.2%) (24.2%)

556 474
(11.9%) (9.9%)

2,008 2,307
(43.0%) (48.1%)

小売業 562 578 2.8%
社会福祉施設 275 375 36.4%
飲食店 148 192 29.7%

556 619
(11.9%) (12.9%)

49 43
(1.0%) (0.9%)
4,670 4,794

(100.0%) (100.0%)

陸上貨物運送事業

-12.2%

2.7%全業種合計

業　　種 平成24年
（2012年）

平成29年
（2017年）

災害増減率

林業

-8.8%

-14.7%

14.9%

11.3%

製造業

建設業

第三次産業

 

【業種別の死傷者数の推移】（単位：人） 



 

 

○小売業、社会福祉施設、飲食店 
 ・多店舗展開企業を重点とした労働災害防止意識の浸透・向上 
 ・４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動、ＫＹ活動等による危険感受性の向上推進 
 ・雇入れ時、未熟練労働者に対する安全衛生教育の徹底 
 ・「腰痛予防対策指針」に基づく対策の実施 

 
○荷役作業時の労働災害防止対策の普及・徹底 
 ・「トラックの荷役作業における安全ガイドライン」の周知・普及 
○荷主事業者に対する荷役施設、設備の改善等の取組の強化 

 〇高年齢者の身体機能の低下に伴う労働災害防止の取組促進 
 〇未熟練労働者、外国人労働者等の労働災害防止対策の徹底 

 〇「建設職人基本法」に基づく安全対策の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 疾病を抱える労働者の健康確保対策の推進 

６ 企業・業界単位での安全衛生の取組の強化 

７ 安全衛生管理組織の強化及び人材育成の推進 

８ 国民全体の安全・健康意識の高揚等 

２ 過労死等の防止等の労働者の健康確保対策の推進 
○産業医、産業保健機能の強化 
○過重労働による健康障害防止の徹底 
○働き方・休み方の見直しの促進 

 

○メンタルヘルス対策の推進 
・ストレスチェック制度の履行確保 

○パワーハラスメント対策の推進 

 

 〇転倒災害を防止する「危険の見える化」、作業環境の整備 
 〇躓き難い作業靴の着用、４Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔）の徹底 
〇転倒災害発生リスク防止に係る体操の周知・普及 

 

 
 

 

３ 就業構造の変化及び働き方の多様化に対応した対策の推進 

         

 

【目標】死傷者数の死傷千人率 5%以上減少 

（2017 年と比較して 2022 年までに） 

陸上貨物運送事業 

（小売業、社会福祉施設、飲食店） 

（2017 年と比較して 2022 年までに） 

第三次産業 

【目標】死傷者数を 5％以上減少 
【目標】死亡者数を 15％以上減少 

転倒災害防止対策 

 
 〇「職場における腰痛予防対策指針」(平成 25 年改訂)の周知啓発 
 〇介護労働者の腰痛予防手法の普及 

 

 

 腰痛予防対策 

 〇WBGT 値の活用による対策の徹底（JIS 規格適合 WBGT 値測定器 の使用の推進） 
 〇適切な健康管理の実施 

 

 
 

 

熱中症対策 

 〇「交通労働災害防止のためのガイドライン」の周知・普及 
 〇交通労働災害防止に対する意識の高揚（労働災害防止団体等） 

 

 

 交通労働災害防止対策 

企業のマネジメントへの安全衛生の取込と労働安全衛生マネジメントシステムの普及と活用 

業所管官庁との連携の強化 企業単位での安全衛生管理体制の推進 

中小規模事業場への支援 

民間検査機関等の活用の促進 

 

 
外国人労働者等対策 
高年齢労働者・非正規雇用労働・

【目標】死傷者数の 20％以上減少 
【目標】死亡者数を減少 

（2013 年から 2017 年までの５年間と比較して 2022 年までに） 

個人請負等への対応 

 〇「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」の周知啓発 
 〇兵庫県地域両立支援推進チーム各機関の相談窓口の周知 
 

 

 

 治療と仕事の両立対策 

５ 化学物質等による健康障害防止対策の推進 
 〇化学物質の製造禁止、許可、管理等の規制の徹底 
〇化学物質のリスクアセスメントの推進 

 

 
 

 

化学物質による健康障害防止対策 

 〇受動喫煙の健康への有害性に関する理解を図るための周知啓発 
 〇受動喫煙防止対策助成金利用勧奨 

 

 

 受動喫煙防止対策 

 〇「石綿ばく露防止に関する技術上の指針」に基づく措置の徹底 
 〇レベル 3 建材の石綿事前調査の徹底・周知啓発 
 

 

 

 石綿による健康障害防止対策 

労働者の健康確保の強化 

メンタルヘルス対策 





 

死傷 死亡

食料品 348 295 327 (2) 319 (1) 321 (1) 347 (2) 333 (1)

繊維 19 16 14 14 12 21 17 ()

木材・木製品 43 36 31 42 36 30 26 ()

家具・装備品 12 10 10 11 8 8 12 ()

パルプ・紙紙加工品 38 (2) 32 31 42 37 33 (1) 26 ()

印刷・製本 6 5 13 10 14 17 21 ()

化学工業 117 99 109 (1) 114 (2) 113 (1) 101 (1) 114 ()

窯業土石製品 33 28 46 35 (3) 42 (1) 45 (1) 33 ()

鉄鋼業 43 (1) 36 48 56 (3) 29 (4) 27 (1) 42 ()

非鉄金属 18 15 17 16 13 13 (1) 9 ()

金属製品 262 (2) 222 236 (1) 233 (3) 257 (3) 197 (2) 231 (2)

一般機械器具 98 83 92 (2) 92 74 90 93 (2)

電気機械器具 60 51 62 (1) 50 66 64 (1) 47 (2)

輸送用機械等 61 (3) 51 49 42 57 47 (2) 47 ()

電気・ガス・水道業 4 3 7 2 5 3 9 ()

その他の製造業 109 (1) 92 84 84 (1) 85 89 (1) 99 (1)

小  計 1,271 (9) 1,080 (7) 1,176 (7) 1,162 (13) 1,169 (10) 1,132 (13) 1,159 (8)

11 9 7 11 6 3 5 ()

土木工事業 147 (7) 124 144 (3) 137 (4) 97 (3) 106 (4) 114 (2)

建築工事業 323 (8) 274 353 (5) 363 (6) 303 (3) 324 (2) 255 (8)

その他の建設業 86 (1) 73 95 (1) 131 (2) 115 (4) 99 (1) 105 (2)

小  計 556 (16) 472 (11) 592 (9) 631 (12) 515 (10) 529 (7) 474 (12)

鉄道等及び道路旅客運送業 109 (1) 92 105 114 125 114 114 ()

陸上貨物運送事業 556 (4) 500 594 (5) 540 (3) 577 (11) 529 (2) 619 ()

その他の運輸交通業 8 6 7 8 6 8 0 (4)

港湾運送業 33 28 34 (1) 26 26 (1) 32 (2) 29 (1)

小  計 706 (5) 600 (4) 740 (6) 688 (3) 734 (12) 683 (4) 762 (5)

49 41 46 (1) 35 (3) 46 35 43 ()

小売業 562 (2) 421 527 (1) 535 (2) 554 (3) 563 (4) 578

社会福祉施設 275 (1) 247 270 (2) 297 349 349 (1) 375 ()

飲食店 148 125 184 172 181 164 192 ()

ゴルフ場業 64 54 67 82 (1) 72 (1) 62 67 (1)

清掃・と畜業 147 (2) 124 161 (2) 154 146 (6) 159 (3) 151 ()

ビルメンテナンス業 98 83 98 (1) 82 (2) 90 (1) 91 (1) 107 ()

警備業 49 (2) 41 45 (3) 55 (1) 59 (3) 59 (3) 67 (3)

2077 (13) 1,765 (11) 2,107 (13) 2,156 (12) 2,209 (19) 2,259 (20) 2,351 (5)

4,670 (43) 3,969 (36) 4,668 (36) 4,683 (43) 4,679 (51) 4,641 (44) 4,794 (30)

　※４　平成２９年にあっては、平成30年4月10日の確定値を示す。

林　　      業

＊そ　の　他

全 産 業 の 合 計

　※１　「陸上貨物運送事業」にあっては、道路貨物運送業と陸上貨物取扱業の合計値を示す。

　※２　「その他」：全産業の合計から（製造業・鉱業・建設業・運輸交通業・林業の合計）を差し引いた値を示す。（小売業から警備業の合計以外を含む。）

　※３　この表は、労働者死傷病報告により作成したものである。　　※４　緑字は達成　を表す。　なお、空欄は、「０」件を示す。

   [ 　参　考　]　　兵庫第１2次労働災害防止５か年計画の災害減少目標を示す。

死亡者数：死亡者数については、平成29年に、平成24年と比して15%以上（建設業は30%以上）減少させることであって、容認する数値ではない。

死傷者数：死傷者数については、平成29年に、平成24年と比して15%以上（小売業は25%以上、社会福祉施設、陸上貨物運送業は10%以上）減少

させること。
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兵庫第12次労働災害防止５か年計画推進状況 （平成30年4月10日確定） 参　考

兵　庫　労　働　局

業種別

基本年 減少目標 第12次防計画期間中における労働災害

24年 25年


